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令和４年 第１１回 川口市教育委員会定例会会議録

                      日 時 令和４年７月７日（木）

                          午後１時３０分

                      場 所 ワークファンルーム会議室１・２

１ 出席者

  教育長    茂 呂 修 平     書記長  小 林 正 明

委 員    宿 谷 岩 男     書 記  栗 原   栄

委 員    中 田 裕 之     書 記  今 本 敬 幸

委 員    菅 原 京 子     書 記  渋 谷 美 月

２ 説明のため出席した者

  教育総務部長    濵 田 武 徳

  学校教育部長    中 川   猛

  教育総務課長    小 林 正 明

生涯学習課長    太 田   晃

  学務課長      寺 田 和 成

  指導課長      丸 山 陽 一

  学校保健課長    狩 野 友 重

３ 前回会議録の承認

茂呂教育長   第１０回教育委員会定例会会議録については、書記より、各委員に事前配

付している。質疑があればお聞かせ願いたい。

【質 疑】   （質疑なし）

【承 認】   （全員異議なく承認）

４ 教育長報告

茂呂教育長 教育長報告（４）は、当該審議会が非公開で行われた内容のため、秘密会

で行いたいが如何か。

委 員     （異議なし）

茂呂教育長   異議なしと認め、教育長報告（４）は秘密会で行う。

（１）７月行事予定について

茂呂教育長   ７月行事予定については、書記より、各委員に事前配付している。質疑が
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あればお聞かせ願いたい。

【質疑応答概要】  

菅原委員    １点目として、指導課の川口の元気ふれあいトークでは、どのようなこと

を行う予定か。

        ２点目として、学務課の県公立小・中学校等教頭候補者選考について、毎

年、出願者数が減少していると聞くが、今年度はどのような状況か。また、

校長候補者選考の状況は。

指導課長    １点目について、議場見学や選挙制度の講義、市長とのふれあいトークを

行う。今年度は、参加者一人ひとりと会話ができるよう、１グループ７名の

少人数ごとに市長への質問等を行う予定である。質問内容としては、選ばれ

るまちづくりについて、市長のやりがいについてなどが想定される。

学務課長    ２点目について、途中経過ではあるが、埼玉県南部教育事務所管内での受

考者数は昨年度より１０名ほど減少している。しかし、川口市内では２名増

加し、２８名となっている。

また、校長候補者選考については、同様に途中経過だが、埼玉県南部教育

事務所管内で昨年度より１０名ほど減少しており、川口市内でも３名減少し、

３５名である。

宿谷委員    スポーツ課の川口マラソン実行委員会について、今年度は川口マラソンを

開催するのか。

教育総務部長  参加者数を、例年の約７，０００名から約５，５００名に縮小し、種目を

絞って開催する予定である。

【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認）

（２）川口市学校運営協議会委員の委嘱・任命を解いたことについて

【説 明】   （学務課長が資料に基づき説明した。）

【質 疑】   （質疑なし）

【承 認】   （全員異議なく承認）

（３）川口市立高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会委員について

【説 明】   （指導課長が資料に基づき説明した。）

【質疑応答概要】  

中田委員    スーパーサイエンスハイスクールの事業は平成１４年度から始まっている

ようだが、川口市としては今までも申請しているのか。

指導課長    川口市立高等学校には理数科もあることから、開校以来、毎年申請してお

り、今年度初めて指定されたものである。

中田委員    本校が指定されたことに伴う具体的な目標等は。

指導課長    本事業は、科学技術、理科・数学を重点的に行う高校等を文部科学省が指

定し、大学との共同研究や国際性を育むための取組として実施されている。
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本校では、地域のリーディング校として先進的な理数教育カリキュラムを開

発することや、その普及を通して、国を支える科学技術人材を育成すること

を目標としている。

中田委員    この６名の委員は、大学との共同研究や国際性を育むという観点から選ば

れたのか。

指導課長    その通りである。

宿谷委員    本校が、本事業に指定された理由はどのような点にあると考えているか。

指導課長    リーディング校として、理数教育に力を入れていることが主な理由ではな

いかと考えている。

【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認）

５ 協議事項

  なし

６ 議 事

茂呂教育長 議案第９０号は個人情報を含む内容であり、また、裁決の過程における案

件で、教育行政の運営の公正を確保するため、秘密会で行いたいが如何か。

委 員     （異議なし）

茂呂教育長   異議なしと認め、議案第９０号は秘密会で行う。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８４号「川口市立中央ふれあい館運営審議会委員を委嘱することに

ついて」を上程し説明を求める。

【説 明】

生涯学習課長  （生涯学習課長が資料に基づき説明した。）

【質 疑】   （質疑なし）

【採 決】   （全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８４号「川口市立中央ふれあい館運営審議会委員を委嘱することに

ついて」を案件のとおり可決する。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８５号「川口市地域学校協働活動推進員を委嘱することについて」

を上程し説明を求める。

【説 明】

生涯学習課長  （生涯学習課長が資料に基づき説明した。）

【質 疑】   （質疑なし）
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【採 決】   （全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８５号「川口市地域学校協働活動推進員を委嘱することについて」

を案件のとおり可決する。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８６号「川口市学校運営協議会委員を委嘱・任命することについて」

を上程し説明を求める。

【説 明】

学務課長    （学務課長が資料に基づき説明した。）

【質疑応答概要】   

菅原委員    教育長報告（２）において、東中学校の学校運営協議会委員の委嘱・任命

が解かれているが、東中学校への新たな委員の委嘱・任命は今後されるのか。

学務課長    新たな委員については、学校にて調整をしているが、学校運営協議会委員

は各校１５名以内で構成されるものであり、新たな委嘱・任命を行わない可

能性もある。

【採 決】   （質疑応答後、全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８６号「川口市学校運営協議会委員を委嘱・任命することについて」

を案件のとおり可決する。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８７号「川口市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規則に

ついて」を上程し説明を求める。

【説 明】

学務課長    （学務課長が当日資料２に基づき説明した。）

【質疑応答概要】   

宿谷委員    この服務規程は昭和３２年に制定されたものか。

学務課長    その通りであるが、制定後、県の関係規則の改正等、必要に応じて改正を

している。

【採 決】   （質疑応答後、全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８７号「川口市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規則に

ついて」を案件のとおり可決する。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８８号「川口市立高等学校職員服務規程の一部を改正する規程につ

いて」を上程し説明を求める。

【説 明】

学務課長    （学務課長が当日資料３に基づき説明した。）

【質 疑】   （質疑なし）
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【採 決】   （全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８８号「川口市立高等学校職員服務規程の一部を改正する規程につ

いて」を案件のとおり可決する。

【上 程】

茂呂教育長   議案第８９号「令和４年度川口市部活動の在り方に関する検討委員を委

嘱・任命することについて」を上程し説明を求める。

【説 明】

指導課長    （指導課長が資料に基づき説明した。）

【質疑応答概要】   

宿谷委員    今後の部活動について、具体的にどのような検討を行うのか。

指導課長    国からは、令和５年度から令和７年度までの３年間で、休日の部活動を地

域に移行するという方向性が示されている。それに基づき、教員が休日の地

域部活動を指導する際の兼職兼業の問題や、一番大きな課題である、移行に

伴う指導者の確保等について、検討していく。

宿谷委員    地域移行するのは、休日の部活動が対象なのか。

指導課長    まずは、休日から移行していきたいと考えている。

【採 決】   （質疑応答後、全員異議なく可決）

茂呂教育長   議案第８９号「令和４年度川口市部活動の在り方に関する検討委員を委

嘱・任命することについて」を案件のとおり可決する。

７ その他

  なし

８ 休 会

茂呂教育長   以上をもって休会する。（午後２時００分）


